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テ1ブルを研究用に使用してみるのを見て，其の便利なことを岳見し，臨朝後，

何とかして自分も一つ作って見たいものだと考へてるた。こんど田上天：文毫を

設備した中に，との回転卓子を設計して見た・しかし，工事の都合上，五月の

落威式の日に間に合はなかったのは遺憾であったけれど，八月に入ってから，

愈々この工作を始め，其の月の申旬の16日に出動上った．其の翌日から第三研

究室で毎日使用してみる．

　ピケリングの机は確か八面形であったと思ふが，自分のは研究室の大きさや，

窓の都合等もあって，六角形の設計をした．そして，登艦の直径は2米とした．

厚さ二寸の型板をつぎ合はせて作り，中心には1C糎の角柱を立てたもので，脚

部にははボ1ルベヤリングを入れたため，研究中に輕くまはり過ぎるほどであ

る．六角形だから，6種類の仕事が同時に出來るわけであるし，其の一コマづ

っの卓も相當に響くて，思ったよりも大きい面積である，この経1瞼から見て，

どうも八角形の必要はない，六角形で充分だと思ふ．とにかく，ハ1バ1ド以

外には例の無V、もので，～売れにより，一つ田上の名物が増えたわけである．少

くとも，今後，この’種の卓子を設計製作される人の参考にはなると思ふ．一・一

中央の柱のまはりに，卓と共に回罪する棚を，やはり六角形で作らせ，こ玉に

は，ペンや，インキや，僻書や，フk瓶などを載せてみる．六方の卓は，書翰を

書く部，計算する部，タイプする部，原稿を書く部，讃書する部，簡箪な製圖

の部といふ風に，今は使ぴ分けしてみるが，この節分は將來どう攣るか，使っ

て見なV・とわからない．此の頃は執筆に忙しくて，原稿も二三種のものが同時

に進行中なものだから，實は此の六角単管卓子のほか，もう二つ別の固定の一卓

子をも使ってみる．これのため，卓だけでなく，椅子も回寓することにしてみ

るが，便利である．

　六角形の：大卓子は非常に竪牢に出撃てるるので，研究室の隅や，手の届かな

V・壁面の邊に置いてある書籍などを取るためには，との卓の上に乗って，卓も

ろ共，舟を漕ぐやうにして，室内をまはるのだが，一寸，小的らしい遊戯をし

てみるやうで，楡快である．

　ピケリングの卓子は，盤りに大き過ぎて，殆んど室奎罷を占領してみるやう

な感じがあったが，自分のは，六角形であるために，研究室の約四分ノーを占

めてみるに過さない．故に，二見して，室をせまくして了つたやうな感じは無

い．設計の時は，室との釣り合ぴ上，どんなものかと，多少心配してみたが，

出陣上って，遭際使って見ると，非常に便利で，研究上，萬事好都合である～二

とが知れた．これなら，他の人々にも薦められると思ふ．（1942－9－10）

寧静夏雄氏（本會理事）は先般慮召さる．御武運を回る．
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一つの疑問

山本一浩先生

　＃啓：（前略）下の件につき，御高見を伺U，上げます．某俳句雑誌に，萬葉集

の柿本人跡の歌

　“びんがしの　野に　かぎろぴの　立つ見えて

　　　　　　　　　　かへりみすれば月傾きぬ”

の中に“かぎろひ”を，一俳人の研究によりて，黄道光ならんと言ぴ，萬葉學

者も此の説を要町と認めたる由，記載して居ります．

　拙者“言海”等にて調べたるに，“かぎろぴ”の意味には，黄道光等の意は之

れ無く，且つ，“月傾きぬ”とあって，夜明けの時刻より老へ，17日頃の月のこ

となれば，歌人が天文研究家でもない限り，黄道光は，月光に妨げられて，到

底見ること能はざるべく，たとへ見えたとしても，歌興を催すほどの美観には

非ざるべしとの理由によりて，該雑誌所載の読は當らすと存じます．（下略）

　　　　　　　入月13日　　　　　　　尾道市にて　松　本　義　一

　この手紙を護んで，これは面卜い問題だと思ったが，念のため，野尻氏の意見を伺った

ところ，それに劉して，次ぎの如き返書を受けた：

山本一清様

　拝啓（前略）私もこの松本氏の御意見に賛成であります．守部の解繹“かぎ

ろぴとは旭日の飴光をいへるなり”といふ三々引用される註が，その時の大躍

の月齢から老へても，最もうなづけることと思ぴます．なまじ黄道光などの新

知識が，行き過ぎた二二を案出させたのでありませう．かのルバイヤトの“着

りのしののめ”などは，正しく黄道光でありませうが，“かぎろぴ”といふ相當

印象のあざやかな語からも，黄道光とするのは無理と思Ptます．（後略）

　　　　　　　八月27日　　　　　　　　　　　　野　尻　抱　影

　‘‘かぎろひ”といふ言葉が此の場合のみに用ゐられてるるのならば，樹，いろいろ考究の

蝕地があるかも知れないが，他にも白書の現象として此の言葉が昔から用ゐられてるるの

であるから，この疑問は点り深く詮索する必要がないやうにも思ふ．（山本）

高城武央氏（本禽理事）は去る九月9日，大阪を出獲，北海道へ出張，同26日婦

阪された．この串張の目的は來年二月5日の皆既日蝕観測地を調査するためで

あった由．
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昌ll勢閣臆　膿11；lllll、製、。NIII灘1；

　Hv　（，／　3）　1　Z4363［OIII］　（u　3）　1　7，　4076　SIII　（，i　O）

　H6十Nelll（t／　1）　1　k’・5755D［NII］（tt’　2）

新星にはよくある例の通り，極光線λ4363は星蛭子N■及N2よりも弱V・。　San・

ford氏はN、線やN，線の全幅を毎秒2100粁と見たが，　Swings氏等は1730粁

と見た．［A．S．P．　311］

　　　　　　　　　　　太陽のスペクトル申のバルマ線

　セン｝・ジ。ン氏が出版した四丁ランドの太陽スペクトル波長改正表では，明

瞭な水素パルマ線の極限はHεであって，Hζ以下は皆非常に怪しいとされて

みる．しかし，歎年前，H．　D．　Babcock氏はシ1イ・ングの良V・時を狙ってHζ

からHeまでを認めた．近頃，　M．　Minnaert，　G．　F．　W．　Mulders，　J．　Houtgast

三氏の出版したPhotome亡ric　Atlas◎f　the　Solar　Spectrum（Utrecht，1940

年）の研究によって，H12（＝Hκ）からH17までの線が確認された．色球のス

ペクトルでは，バルマ線は輝線として，S．　A．　Mitche11氏によりH37まで認め

られてみる．［Ap．　J．71，16（1930）］．

　この太陽光球中のスペクトルに見えるバルマ線のうちHζ（躍H8）からH17

までの詳細な性質がMulders氏によって議表されてみる［A．　S，　P．311］．　H18

以下は全く見えない．謂れは，要するに，各紐の中央部の彊さが漸次に増して

來るのによる．

　　　　　　　　　　　　工目スの観測から太陽の過差

　1930～1931年のエ・ス小遊星の接近期に於ける爲眞襯測から，アレゲニ天文

墓のN，E．　Wagman氏は，太陽目差の計算殖を磯表した．［“Observations　of

Eros，1930～1931”，　Alleg．　Pub．8（1940）」これによると，早朝は8．”797±0．”004

である．

　樹，子午線の附近で撮影されたエロスの爲眞から，月の質量が算出された．

その結果は，．地球の質量の（81．28±O．011）分ノーである．

　この数値と，ニウカム氏の歳差恒歎50．”3708とから，章動恒藪として9．”223

が算出され，又，地球の形の野際的楕率は0．003271と算定された．［A．S．P．311］

　因みに，エロスの槻測結果を奎世界から集めて，綜合的に研究したものは，

既に天界248號にスペンサ・ジ．ンス氏の磯表されたものを紹介したから，見て

頂きたい．

急告：去る九月19日パロマ山のツヰキ氏は白鳥座ラ星の西2度に8等級の新星

を立見した由，コペンハ1ゲンより入電（急報参照）。


